○○○活動組織業務委託契約約款

　（総則）

第１条　発注者（以下「甲」という。）及び受託者（以下「乙」という。）は、契約書（別紙の業務委託契約書（業務様式第１号）をいう。以下同じ。）及びこの約款（以下「契約書」という。）に基づき、契約（契約書記載の業務（以下「業務」という。）の委託契約をいう。以下同じ。）を履行しなければならない。

２　乙は、業務を履行期間内に完了し、業務の目的物（以下「成果品」という。）を甲に引き渡すものとし、甲は、その業務委託料を支払うものとする。

３　乙は、この契約書に特別の定めがある場合若しくは甲乙協議がある場合を除き、業務を完了させるために必要な一切の手段をその責任において定めるものとする。

　（工程表）

第２条　乙は、契約終結後、７日以内に工程表（業務様式第２号）を作成し、甲に提出しなければならない。

　（権利義務の譲渡等）

第３条　乙は、この契約により生ずる権利又は義務を第三者に譲渡し、又は承継させてはならない。
　（再委託等の禁止）

第４条　乙は、業務の全部又は一部の処理を第三者に委託し、又は請け負わせてはならない。
　（主任担当者）

第５条　乙は、業務の施行管理をつかさどる主任担当者を定め、主任担当者通知書（業務様式第３号）に当該主任担当者の経歴を添えて甲に提出しなければならない。主任担当者を変更したときについても、同様とする。

　（業務内容の変更等）

第６条　甲は、必要があると認めるときは、業務内容を変更し、又は業務の施行を一時中止し、若しくは打ち切ることができる。この場合において、履行期間又は委託料を変更する必要があるときは、甲乙協議して書面によりこれを定めるものとする。

　（検査及び引渡し）

第７条　乙は、業務が完了したときは、遅滞なく成果品に業務完了報告書（業務様式第４号）を添え甲に提出しなければならない。

２　甲は、前項の業務完了報告書を受理したときは、その日から１０日以内に業務の完了を確認するための検査を行わなければならない。

３　乙は、検査合格の通知を受けたときは、遅滞なく当該成果品を甲に引渡すものとする。

　（委託料の支払）

第８条　乙は、前条第２項の検査に合格し、前条第３項の規定により引渡しをしたときは、委託料の支払を請求することができる。

２　甲は、前項の規定による支払請求を受けたときは、その日から３０日以内に委託料を支払わなければならない。

　（業務完成保証人）

第９条　甲は、乙が契約に違反し、その違反により契約の目的を達することができないと認められるときは、業務完了保証人に対して業務を完了すべきことを請求することができる。

２　業務完成保証人は、前項の請求があったときは、第３条の規定にかかわらず、この契約に基づく乙の権利及び義務を承継する。

　（甲の解除権）

第１０条　甲は、乙が契約に違反し、その違反により契約の目的を達することができないと認められるときは、契約を解除することができる。
第１０条の２　甲は、業務が完了するまでの間は、前条第１項に規定する場合のほか、必要があるときは、契約を解除することができる。

２　甲は、前項の規定により契約を解除した場合において、これにより乙に損害を及ぼしたときは、その損害を賠償しなければならない。

（乙の解除権）

第１１条　乙は、甲が契約に違反し、その違反により業務を完了することが不可能となったときは、契約を解除することができる。

２　前項により契約を解除した場合において、乙が損害を受けたときは、甲は、その損害を賠償しなければならない。この場合において、賠償額は甲乙協議して定めるものとする。

　（秘密の保持等）

第１２条　乙は、業務の処理上知り得た秘密を他人に漏らしてはならない。

　（補則）

第１３条　この契約書に定めのない事項については、必要に応じて甲乙協議して定める。

